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２
０
１
７
年
五
月
三
十
一
日
午
後
か
ら
、

部
落
解
放
・
人
権
政
策
確
立
要
求
鳥
取
県

実
行
委
員
会
第
三
十
三
回
総
会
・
学
習
会

が
倉
吉
未
来
中
心
で
開
催
さ
れ
、
県
内
各

地
の
市
町
村
か
ら
関
係
者
二
百
三
十
七
人

の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。 

開
会
あ
い
さ
つ
で
村
上
成
人
副
会
長 

 

     

（
解
放
同
盟
県
連
委
員
長
）
は
、
昨
年
は

部
落
差
別
解
消
法
の
制
定
に
向
け
鳥
取
県

内
で
法
制
定
を
求
め
る
署
名
活
動
を
展
開

し
、
十
月
二
十
六
日
に
金
田
勝
年
法
務
大

臣
に
部
落
差
別
解
消
法
の
制
定
を
強
く
要

望
し
た
。
そ
の
後
、
各
都
府
県
実
行
委
員

会
の
精
力
的
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
部

落
差
別
解
消
法
が
成
立
、
公
布
・
施
行
さ

れ
た
。
と
り
わ
け
署
名
活
動
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
多
く
の
県
民
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
る
。
今
後
、
こ
の
法
律
を
活
か
し

な
が
ら
確
信
犯
的
差
別
行
為
に
歯
止
め
を

か
け
る
「
差
別
禁
止
法
」、「
人
権
侵
害 

救
済
法
」
の
制
定
を
求
め
て
い
き
た
い
と

い
う
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

総
会
で
は
、
昨
年
度
の
事
業
と
し
て
、

２
０
１
６
年
五
月
二
十
三
日
に
開
催
さ
れ

た
第
１
次
中
央
行
動
、
同
年
十
月
二
十
七

日
の
第
２
次
中
央
行
動
に
鳥
取
県
実
行 

委
員
会
か
ら
二
十
人
以
上
が
参
加
、
両
日 

      

と
も
集
会
後
、
部
落
差
別
解
消
法
制
定
に

向
け
て
鳥
取
県
、
秋
田
県
選
出
国
会
議
員

へ
の
要
請
行
動
を
行
っ
た
。
ま
た
、
国
に

対
し
て
〈
差
別
禁
止
法
及
び
人
権
侵
害
救

済
法
、
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す 

る
法
律
〉
の
早
期
法
制
定
を
求
め
る
署
名

（
４
Ｐ
に
続
く
） 
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「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」（
部
落
差
別
解
消
法
）
は
、 

１
こ
の
法
律
は
、
部
落
差
別
の
文
言
を
使

用
し
た
は
じ
め
て
の
法
律
で
あ
る
。 

２
部
落
差
別
が
現
在
も
な
お
存
在
し
、
情

報
化
の
進
展
に
伴
っ
て
悪
質
化
し
て

い
る
差
別
の
解
消
が
国
の
重
要
な
課

題
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
。 

３
２
０
０
２
年
三
月
末
に
失
効
し
た
「
地

域
改
善
対
策
特
定
事
業
に
係
る
国
の

財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
」

（
地
対
財
特
法
）
以
来
十
四
年
ぶ
り
と

な
る
部
落
差
別
解
消
に
向
け
た
法
律

で
あ
り
、
時
限
立
法
で
は
な
く
恒
久
法

と
な
っ
た
。 

４
１
９
６
９
年
に
施
行
さ
れ
三
十
二
年
間

実
施
さ
れ
た
「
同
和
対
策
事
業
特
別
措

置
法
」
（
特
措
法
）
は
事
業
実
施
の
た

め
の
事
業
法
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
法
律

は
、
明
確
に
部
落
差
別
解
消
の
た
め
の

施
策
を
目
的
と
し
て
い
る
。 

５
差
別
解
消
の
具
体
的
施
策
と
し
て
、 

①
相
談
体
制
の
充
実
、
②
教
育
及
び
啓

発
の
推
進
、
③
実
態
調
査
の
実
施
を
明
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記
し
た
。 

６
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
を
明
確

に
し
た
。 

７
法
制
定
を
求
め
る
中
央
及
び
各
都
府
県

実
行
委
員
会
の
長
年
に
わ
た
る
努
力

が
実
を
結
ん
だ 

８
理
念
法
で
あ
り
罰
則
規
定
等
は
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
確
信
犯
的
差
別

行
為
に
歯
止
め
を
か
け
る
「
差
別
禁
止

法
」
、
そ
の
被
害
者
を
救
済
す
る
「
人

権
侵
害
救
済
法
」
制
定
に
向
け
て
大
き

な
一
歩
を
踏
み
出
す
法
律
と
な
っ
た
。 

  

具
体
的
に
は
、
相
談
体
制
は
各
自
治
体

に
設
置
さ
れ
て
い
る
隣
保
館
（
人
権
文
化

セ
ン
タ
ー
等
）の
相
談
機
能
を
充
実
さ
せ
、

差
別
事
象
に
関
わ
る
相
談
を
受
け
そ
の
事

象
の
分
析
、
対
応
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
、

集
約
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

ま
た
、
直
接
的
な
差
別
事
象
だ
け
で
は

な
く
差
別
を
原
因
と
す
る
生
活
・
教
育
・

仕
事
等
の
相
談
活
動
も
同
様
に
重
要
と
な

り
ま
す
。
そ
し
て
、
相
談
対
応
が
困
難
な

問
題
に
対
す
る
対
応
策
、
新
た
な
法
律
や

制
度
の
充
実
、
人
権
救
済
制
度
の
確
立
を

国
に
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
教
育
・
啓
発
活
動
は
社
会
教
育

や
学
校
教
育
に
お
い
て
法
の
失
効
に
よ
り

以
前
よ
り
部
落
問
題
学
習
が
減
少
す
る
な

ど
後
退
し
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
な

か
に
は
、
学
校
時
代
に
学
習
を
経
験
し
な

い
児
童
生
徒
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
法
律
を

踏
ま
え
て
、
あ
ら
た
め
て
部
落
問
題
学
習

の
必
要
性
を
訴
え
、
取
り
組
み
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

実
態
調
査
は
、
こ
れ
ま
で
の
同
和
地
区

実
態
調
査
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
宅
建

業
者
等
に
行
わ
れ
て
い
る
同
和
地
区
か
ど

う
か
を
訪
ね
る
調
査
等
、
間
接
的
に
差
別

に
つ
な
が
っ
て
い
る
状
況
を
把
握
す
る
こ

と
に
も
取
り
組
ん 

で
い
く
必
要
が
あ 

り
ま
す
。 

ま
ず
は
、
こ
の 

法
律
を
多
く
の
県 

民
に
周
知
す
る
と 

と
も
に
、
立
法
事 

実
と
な
っ
た
確
信 

犯
的
差
別
行
為
の 

実
態
の
周
知
が
必 

要
で
す
。 

  

鳥
取
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
、
２
０
０
９
年

九
月
に
鳥
取
県
を
は
じ
め
と
す
る
大
阪
府
、

滋
賀
県
等
の
同
和
地
区
の
地
図
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
に
掲
載
さ
れ
て
以
来
約
八
年

が
経
過
し
ま
し
た
。 

そ
の
地
図
の
数
は
増
や
さ
れ
続
け
る
と

と
も
に
、
内
容
は
悪
質
化
、
益
々
差
別
を

煽
る
と
同
時
に
身
元
調
べ
等
に
利
用
さ
れ

か
ね
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

地
図
情
報
と
様
々
な
情
報
が
一
体
化
さ

れ
る
こ
と
で
、
そ
の
内
容
は
よ
り
危
険
で

悪
質
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
に
よ
る
地
図
情
報
と 

           

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
電
話
帳
情
報
、
グ
ー
グ
ル
ス
ト

リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
に
よ
る
写
真
画
像
情
報
が

一
緒
に
な
り
、
極
め
て
配
慮
を
要
す
る
同

和
地
区
の
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

さ
ら
さ
れ
る
と
と
も
に
、
電
話
帳
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
３
７
０
０
万
件
の
個
人
情
報

も
同
時
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
身
元
調
べ

等
に
悪
用
さ
れ
る
危
険
性
が
益
々
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
２
０
１
６
年
の
春
に
は
、
１

９
７
５
年
に
身
元
調
査
に
悪
用
さ
れ
大
問

題
と
な
っ
た
「
部
落
地
名
総
鑑
」
を
復
刻

し
、
新
た
に
自
分
が
調
べ
た
内
容
を
記
載

し
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
販
売
し
よ
う
と
し
ま

し
た
。
部
落
解
放
同
盟
は
、
こ
の
よ
う
な

悪
質
な
差
別
行
為
を
阻
止
す
る
た
め
に
、

裁
判
闘
争
を
取
り
組
ん
で
お
り
現
在
、
本

の
発
行
・
販
売
の
禁
止
、
ネ
ッ
ト
を
含
む

一
切
の
公
開
を
禁
止
す
る
横
浜
地
裁
の
仮

処
分
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
東
京
地
裁
で
も
発
行
・
販
売
の

禁
止
と
ネ
ッ
ト
上
に
解
放
同
盟
の
役
員
の

名
前
、住
所
等
が
公
開
さ
れ
て
い
る
た
め
、

総
額
二
億
七
千
万
円
の
損
害
賠
償
請
求
を

求
め
る
裁
判
が
行
わ
れ
て
お
り
、
現
在
ま

で
四
回
の
公
判
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 
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（
１
Ｐ
か
ら
の
続
き
） 

活
動
を
七
月
～
十
月
に
取
り
組
み 

個
人
署
名
２
８
，
９
６
７
人 

団
体
署
名   
２
５
４
団
体 

を
集
約
。
十
月
二
十
六
日
に
鳥
取
県
独
自

の
法
務
大
臣
へ
の
要
請
行
動
を
行
っ
た
活

動
報
告
及
び
決
算
報
告
が
了
承
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
新
年
度
事
業
は
、
部
落
差
別

解
消
法
の
周
知
を
図
る
た
め
の
ポ
ス
タ
ー

の
作
成
及
び
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、

広
く
県
民
対
象
の
学
習
会
の
開
催
、
五
月

と
十
月
に
開
催
さ
れ
る
法
制
定
に
向
け
た 

      

中
央
行
動
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
事
業
計

画
案
、
予
算
案
が
提
案
さ
れ
承
認
さ
れ
ま

し
た
。 

そ
の
後
の
学
習
会
で
は
、
一
般
社
団
法

人
部
落
解
放
・
人
権
研
究
所
所
長
谷
川
雅

彦
さ
ん
か
ら
「
部
落
差
別
解
消
法
の
制
定

と
今
後
の
課
題
」
と
い
う
演
題
で
、
法
制

定
の
意
義
と
そ
の
活
用
方
法
、
悪
質
な
差

別
事
件
の
実
態
な
ど
の
話
、
ま
た
、
法
施

行
後
に
、
厚
生
労
働
省
、
文
部
科
学
省
で

は
各
都
道
府
県
に
対
し
て
法
を
踏
ま
え
た

取
り
組
み
を
行
う
よ
う
通
知
が
出
さ
れ
て

い
る
。
総
務
省
か
ら
の
要
請
を
受
け
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
含
む
通
信
関
連
大
手
４
団

体
は
、
同
和
地
区
を
示
す
情
報
を
ネ
ッ
ト

に
流
通
さ
せ
る
行
為
を
禁
止
す
る
条
項
を

新
た
に
加
え
る
な
ど
法
律
が
で
き
た
こ
と

で
状
況
が
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
法
律
を

活
か
し
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
い
う
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。 

  

２
０
１
７
年
五
月
二
十
二
日
（
月
）、
東

京
・
憲
政
記
念
館
で
、
部
落
解
放
・
人
権

政
策
確
立
要
求
第
１
次
中
央
集
会
及
び
衆

参
国
会
議
員
へ
の
要
請
行
動
が
あ
り
、
中

央
集
会
に
は
県
内
各
市
町
村
、
解
放
同
盟

関
係
者
二
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

集
会
で
は
、
組
坂
繁
之
中
央
実
行
委
員

会
副
会
長
か
ら
こ
れ
ま
で
の
運
動
の
成
果

に
よ
っ
て
昨
年
十
二
月
に
部
落
差
別
解
消

推
進
法
が
成
立
、
施
行
し
た
。
憲
政
史
上

は
じ
め
て
法
律
に
部
落
差
別
の
文
言
を
使

用
し
た
十
四
年
ぶ
り
の
部
落
差
別
を
な
く

す
た
め
の
根
拠
法
と
し
て
法
律
が
成
立
し

た
。
今
後
は
、
国
民
へ
の
周
知
と
こ
の
法

律
に
魂
を
入
れ
る
た
め
の
具
体
化
に
向
け 

て
尚
一
層
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ 

        

             

の
後
の
衆
参
国
会
議
員
へ
の
要
請
行
動
で

は
具
体
化
に
向
け
た
要
請
を
し
っ
か
り
行

っ
て
ほ
し
い
と
い
う
開
会
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。 

来
賓
と
し
て
、
高
市
早
苗
総
務
大
臣
の

あ
い
さ
つ
、
自
民
党
、
民
進
党
、
公
明
党
、

社
民
党
、日
本
維
新
の
会
か
ら
あ
い
さ
つ
、

基
調
提
案
、
行
動
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。 

集
会
終
了
後
、
鳥
取
県
と
秋
田
県
選
出

の
衆
参
国
会
議
員
十
一
人
へ
の
要
請
行
動
、

法
務
省
、
農
林
水
産
省
、
厚
生
労
働
省
、

文
部
科
学
省
、
国
土
交
通
省
で
の
各
省
交

渉
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 


